
【取組内容】 自ら学習を進めていく力の育成

山江村立山田小学校（熊本県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

① 本校が考える複線型授業

・一連の流れは、単元全体で見る
ことも あるし、単元内の数時間
で見ることもできる。

・図中の青ラインは複線型授業で
の個々の児童の学びを表す。教師
は児童の発達段階に応じて、児童
が自分の力で①～⑤の学習サイク
ルを進めていける力を育成する。

・複線型授業の中では、児童が必
要に応じて他者参照（図中の赤ラ
イン）したり、教師の支援（図中
の緑ライン）を受けたりしながら
学習を進める。

・教科や単元に応じて、学習サイ
クルの一部を繰り返したり、一斉
授業、複線型授業を組み合わせた
りしていく。



【取組内容】 自ら学習を進めていく力の育成
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様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

② 自己選択・自己決定しながら学習を進める工夫

●「学びのガイド」の活用(ガイドAとガイドB)
「学びのガイド」とは、単元を通した学習課題や単元で付けたい力、単元の流れや評価基準を児童向けに分かりやすく示した
もの。基本の形式を使い、単元導入時に教師が示したり、児童と一緒に考えたりして作成する。
学びのガイドに示す、単元で働かせる「見方・考え方（キーワード）」を常に意識して学習させることで、学びの見通しをも
たせたり、学びを深めることにつながる。

③ 他者参照しながら学びを広げる工夫

●ICTを活用することで、児童が必要な時に容易に他者参照できる。

●学習計画と振り返りを同シートでできる学習シート
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